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誰もが安全で快適に自転車を利用できるまちを目指し、令和２年６月に「徳島市自転車活用推進計画」を策定した。計画目的

平成31年4月に策定した「徳島市自転車安全利用促進計画」を踏まえ、令和元年度から令和10年度までの10年間とし、
前期・中期・後期に分けて取り組む。
また、令和5年度には、評価指標の状況を把握するとともに計画達成度の検証を行い、必要に応じて取組内容の見直しなど、

後期の取組方針を再検討する。
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1.1 計画目的と計画区域、計画期間

計画期間

前期 ２年間
令和元～令和2年度
前期 ２年間

令和元～令和2年度
中期 ３年間
令和3～5年度

中期 ３年間
令和3～5年度

後期 ５年間
令和6～10年度
後期 ５年間
令和6～10年度

今年度見直し

計画区域
優先的計画策定エリア徳島市自転車ネットワーク路線
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1.2 計画の位置付け

平成29年度 H29.5
〇自転車活用推進法の施行

平成30年度 H30.6
〇自転車活用推進計画の閣議決定

令和２年度 〇自転車の活用推進に向けた有識者会議

令和３年度 R3.5
〇第２次自転車活用推進計画の閣議決定

国・県の自転車に関する動向

令和４年度

令和５年度

平成31年度
令和元年度

R1.12
〇徳島県自転車活用推進計画の策定

R5.9
〇第２次徳島県自転車活用推進計画の策定

令和６年度以降
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1.3 「SDGｓ(持続可能な開発目標)」との関係
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2015年の国連サミットで採択された「世界が共に取り組むべき国際社会の普遍的な17のゴール目標」。
全ての目標が直接自転車に結びつくものでは無いが、自転車活用を推進することで、特に、「8つのゴール目標」に

貢献できると考えられる。

SDGsとは

■SDGsにおける17の目標

※ 囲みの目標が自転車活用によって貢献できると考えられる目標



「走る」「守る」「停める」「活かす」をキーワードに、「様々な交通手段が共存しながら道路空間を利用し、誰もが安全で快適に自転車を利用できるまち」を目標とする。

交通ルールの周知・啓発

交通ルールやマナーの啓発活動が行われ、歩行者や自転車、自動車
などが互いの特性や交通ルールを理解・尊重しあう、安全で安心な交通
環境が創出されたまち

自転車通行空間の確保

駐輪環境の確保

地域の需要に応じた利便性の高い駐輪施設の整備や駐輪に関する
啓発活動などが行われ、鉄道駅やバス停、商業施設の周辺では整然と
駐輪され、放置自転車のないまち

自転車を活かしたまちづくり

通勤・通学や買物といった日常だけでなく、観光やレジャー、健康増進、
渋滞緩和、環境保全、災害対策などにも自転車が活用され、多様な自
転車利用による活力と魅力あふれるまち

基本理念

安全で快適な自転車ネットワークの構築方針
施策➊ 自転車通行空間の整備

施策➋ 自転車通行空間が整備された路線の広報活動

交通ルール・マナーの周知・徹底方針
１

自転車の安心・安全利用に備える方針
２

施策➊ 段階的かつ体系的な交通安全教育の推進

施策➋ 自転車交通安全啓発教材の作成・活用

施策➌ 自転車交通ルールの啓発活動

施策➍ 自転車損害賠償責任保険等の加入促進に向けた啓発活動

施策➎ 定期的な自転車点検の促進に向けた啓発活動

施策➏ 安全性の高い自転車の普及に向けた啓発活動

各種駐輪需要に応じた駐輪施設の整備方針
１

放置自転車の抑制
施策➌ 放置自転車撤去活動

施策➍ 放置自転車の抑制に向けた啓発活動

施策➊ 鉄道駅やバス停の周辺における駐輪場の整備

施策➋ 短時間駐輪需要を満たす駐輪場の整備

日常的な自転車利用の促進方針
３

自転車の活用による災害対策方針
４

施策❻ 自転車を活用した健康づくりへの啓発活動

施策❼ 自転車を活用した交通渋滞対策への啓発活動

施策❾ 自転車を活用した災害時の避難・復旧活動

自転車による周遊性の向上方針
１ 施策➊ シェアサイクルの導入

サイクリングの推進方針
２

施策➋ サイクリスト向けの広報活動

施策➌ サイクルツーリスト受入環境の整備

施策❽ 自転車を活用した環境保全への啓発活動

1.4 基本理念と基本方針、施策概要
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自転車通行空間が面的に整備され、全ての人にとって安全で快適な
「自転車ネットワーク」が構築されたまち

方針
２

施策❹ サイクリスト向け案内表示の整備

施策❺ サイクルイベントの開催･支援
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施策① 自転車通行空間の整備 自転車通行空間の整備延長(累計) ※市道部分のみ

施策② 自転車通行空間が整備された路線の広報活動 自転車通行空間整備完了路線に関する広報活動回数(路線毎)

施策① 段階的かつ体系的な交通安全
教育の推進 自転車関連事故件数

施策② 自転車交通安全啓発教材の作成・活用 ルールブックの配布数

施策③ 自転車交通ルールの啓発活動 交通安全キャンペーン等の実施数
(自転車損害賠償責任保険等、定期点検、安全規格を含む)

施策④ 自転車損害賠償責任保険等の
加入促進に向けた啓発活動

交通安全キャンペーン等の実施数
(交通ルール、定期点検、安全規格を含む)

施策⑤ 定期的な自転車点検の促進に向けた啓発活動 交通安全キャンペーン等の実施数
(交通ルール、自転車損害賠償責任保険等、安全規格を含む)

施策⑥ 安全性の高い自転車の普及に向けた啓発活動 広報紙、市ホームページの掲載数
(交通ルール、自転車損害賠償保険等、定期点検を含む)

施策① 鉄道駅やバス停の周辺における駐輪場の整備 鉄道駅やバス停の周辺における駐輪場の整備数(累計)

施策② 短時間駐輪需要を満たす駐輪場の整備 短時間駐輪場の整備箇所数(累計)

施策③ 放置自転車撤去活動 放置自転車撤去及び警告書貼付活動回数
(平日/徳島駅周辺自転車放置禁止区域)

施策④ 放置自転車の抑制に向けた啓発活動 放置自転車の年間台数
(徳島駅周辺自転車放置禁止区域内の警告台数/平日)

方針１ 自転車による周遊性の向上 施策① シェアサイクルの導入 シェアサイクルポート数(累計)

施策② サイクリスト向けの広報活動 「サイクリスト向け情報案内ホームページ」のアクセス数(累計)

施策③ サイクルツーリスト受入環境の整備 サイクルステーション整備数(累計)

施策④ サイクリスト向け案内表示の整備 案内標示整備延長

施策⑤ サイクルイベントの開催･支援 サイクルイベント数

施策⑥ 自転車を活用した健康づくりへの啓発活動
特定健康検査の問診で、「1日30分以上の軽く汗をかく運動を
週2日以上、1年以上実施」と答えた市との割合(平成30年度43.5%)
健康づくり計画目標値

施策⑦ 自転車を活用した交通渋滞対策への啓発活動 エコ通勤の推進・呼び掛け実施回数

施策⑧ 自転車を活用した環境保全への啓発活動 地球温暖化対策をテーマに掲げた出前環境教室の参加者人数(累計)

方針４ 自転車の活用による災害対策 施策⑨ 自転車を活用した災害時の避難・復旧活動 災害対応自転車の配置(ノーパンクタイヤ自転車、ファットバイク等)

方針１ 各種駐輪需要に応じた駐輪施設の整備

「活かす」 自転車を活かしたまちづくり

方針２ サイクリングの推進

方針３ 日常的な自転車利用の促進

取組目標

方針２ 放置自転車の抑制

キーワード 方針 施策

「走る」 自転車通行空間の確保 方針 安全で快適な自転車ネットワークの構築

「守る」 交通ルールの周知・啓発

方針１ 交通ルール・マナーの周知・徹底

方針２ 自転車の安心・安全利用に備える

「停める」 駐輪環境の確保

1.5 施策毎の取組目標
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施策❶ 自転車通行空間の整備
【道路建設課】

2.1 「走る」における取組状況
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令和２年6月の徳島市自転車活用推進計画策定以降、自転車専用通行帯及び矢羽根型路面標示を合わせて、
約4.1kmの自転車通行空間が整備されている。

また、現在約7.7kmの路線について、自転車通行空間の整備･設計を実施中である。

市道 北矢三一丁目本線

市道 北佐古･田宮･春日線

市道 常三島･沖洲線

市道 北佐古･田宮･春日線
L=0.7km
R4.6 完成

市道 常三島･沖洲線
L=2.0km

R5.11 完成

市道 北田宮･春日西線
L=0.2km
R3.3 完成

市道 北矢三一丁目本線
L=0.4km

市道 佐古･矢三･春日線
L=0.2km
R5.3 完成

市道 北佐古･南前川線
L=0.5km

H28.9 完成

一般県道 徳島鳴門線
L=0.6km

H22.10 完成

凡例

整備済 み路 線(R2 . 6以 前)
整備済 み路 線(R2 . 6以 降)
整 備 ・ 設 計 中 路 線
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施策❶ 段階的かつ体系的な交通安全教育の推進

2.2 「守る」における取組状況

各世代の特徴に合わせた交通安全教室の開催回数は、コロナ禍で全世代おいて減少していたが、保育所･幼稚園、小学校
における開催回数はコロナ前と同等まで回復しており、今後、他世代の開催回数を、コロナ前を目標に増加させる。

■交通安全教室 開催回数 ■交通安全教室 受講者数

【市民生活相談課】

自転車シミュレータ体験教室高齢者向け交通安全教室保護者向け交通安全教室幼児向け交通安全教室
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（単位:人）

コロナ禍

歩行 自転車 映画講話 合計
幼児生徒 7,017 880 18,545 26,442
保護者等 1,254 167 2,668 4,089
高齢者 0 0 417 417
合計 8,271 1,047 21,630 30,948

歩行 自転車 映画講話 合計
幼児生徒 7,017 880 18,545 26,442
保護者等 1,254 167 2,668 4,089
高齢者 0 0 417 417
合計 8,271 1,047 21,630 30,948

歩行 自転車 映画講話 合計
幼児生徒 -1,223 -769 -5,457 -7,449
保護者等 -433 -262 -1,349 -2,044
高齢者 -762 -567 -790 -2,119
合計 -2,418 -1,598 -7,596 -11,612

歩行 自転車 映画講話 合計
幼児生徒 -1,223 -769 -5,457 -7,449
保護者等 -433 -262 -1,349 -2,044
高齢者 -762 -567 -790 -2,119
合計 -2,418 -1,598 -7,596 -11,612

令和4年度

平成30年度の開催回数との減少量 （単位:人）

※R5.12までのデータ



施策❷ 自転車交通安全啓発教材の作成・活用

令和5年4月1日からの道路交通法の改正により、自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化された。
徳島市においては、令和4年2月よりHPにおいて、「自転車ルールブック」を公開しており、自転車ルールの広報活動を実施して

いる。

【市民生活相談課】

■自転車ルールブック(R4.2)

施策❸ 自転車交通ルールの啓発活動
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2.2 「守る」における取組状況



【計画目標】自転車関連事故状況

【参考資料】

全国での全事故件数は年々減少傾向にあるが、自転車関連事故については、横ばい傾向であるが、令和２年よりコロナ禍での数値であるた
め、推移を見守る必要がある。
本市における自転車関連事故件数についても全国と同様推移を見守る必要がある。

■全国での全事故件数と自転車関連事故件数

【市民生活相談課】

■本市での自転車関連事故件数

3 3 2 3 3 1 1 0 1 1
44 37 48 48 44 27 39 38 26 23

405 423
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高知 38%
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■自転車関連事故の減少割合

832,704 

300,839 

171,923 

69,985 
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全事故件数 自転車事故件数 自転車事故構成率
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R2.6時点 R5.9時点

徳島駅 ○ ○ 市

佐古駅 ○ ○ 市

蔵本駅 × × ○

鮎喰駅 ○ ○ 市

府中駅 × ○ 市

阿波富田駅 × × ×

二軒屋駅 × × ○

文化の森駅 ○ ○ 県

地蔵橋駅 × × ○

吉成駅 × × ○

駐輪場
駅名 管理 駐輪

スペースR2.6時点 R5.9時点

徳島駅 ○ ○ 市

佐古駅 ○ ○ 市

蔵本駅 × × ○

鮎喰駅 ○ ○ 市

府中駅 × ○ 市

阿波富田駅 × × ×

二軒屋駅 × × ○

文化の森駅 ○ ○ 県

地蔵橋駅 × × ○

吉成駅 × × ○

駐輪場
駅名 管理 駐輪

スペース

施策❶ 鉄道駅やバス停の周辺における駐輪場の整備

2.3 「停める」における取組状況

令和３年度にJR府中駅において駐輪場の整備を実施。
徳島駅前地下自転車駐輪場の利用状況については、コロナ禍で一時利用者が減少したものの、令和４年には

利用者がコロナ前程度まで回復しつつある。

■鉄道駅の駐輪場整備状況 ■徳島駅前地下自転車駐輪場の利用状況

追加

府中駅駐輪場 駐輪状況 徳島駅前地下自転車駐輪場 駐輪状況 上鮎喰回転場 駐輪状況

【市民生活相談課】

168,646 
144,160 

118,069 119,019 118,363 107,386 109,610 114,381 
84,929 97,044 

113,951 

16,656 

17,130 

16,552 16,104 15,853 
15,468 15,669 15,651 

14,198 
13,984 

14,016 

137% 135%

126% 124% 122%
117% 119% 120%

105% 106%
110%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120%

130%

140%

150%

0台

50,000台

100,000台

150,000台

200,000台

250,000台

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

普通自転車 定期駐車 利用率

185,302 

161,290 

134,621 135,123 134,216 
122,854 125,279 130,032 

99,127 
111,028 

127,967 

徳島駅前地下自転車駐輪場 料金

10



施策❸ 放置自転車撤去活動

2.3 「停める」における取組状況

徳島駅周辺の自転車放置禁止区域における放置自転車の撤去数は減少傾向にあり、令和２年時点で計画目標
値である撤去台数800台以下を達成しており、今後更なる減少を目指す。

■自転車放置禁止区域図 ■自転車放置禁止区域における放置自転車撤去活動状況

【市民生活相談課】

施策❹ 放置自転車の抑制に向けた啓発活動

放置自転車撤去活動事例 放置自転車撤去活動事例 徳島駅周辺啓発活動 徳島駅周辺啓発活動
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施策❶ シェアサイクルの導入

2.4 「活かす」における取組状況

令和５年３月より両国橋～万代中央埠頭において、民間事業で利用形態がシェアサイクル事業の「とくチャ
リ」が開始しており、現在３箇所のスポットで、ヘルメットを含めてクロスバイク等のレンタルを実施中。

とくチャリ HP

とくチャリ マップ

12

②Earth Velo(貸出状況-遠景) ②Earth Velo(貸出状況-近景)

①ひょうたん島クルーズ乗船口
②Earth Velo

③万代中央埠頭

とくチャリ利用方法

②Earth Velo ②Earth Velo(レンタルスポット入口)

【にぎわい交流課】

ヘルメット貸出状況



施策❷ サイクリスト向けの広報活動

2.4 「活かす」における取組状況

徳島市公式観光サイト「Fun!Fun!とくしま」において、眉山の麓を一周まわる約20kmの「眉山一周マユ
イチサイクリング」の特集ページを掲載。

また、広域観光案内ステーション公式Facebook(トクシマウェルカムセンター)において、ポタリングイベ
ント等の告知を掲載。

Fun!Fun!とくしまHP トクシマウェルカムセンターFacebook

マユイチサイクルマップ

13

【文化スポーツ振興課】



施策❺ サイクルイベントの開催・支援

2.4 「活かす」における取組状況

令和５年11月12日には、徳島市民スポ･レクフェスティバルにおいて、市役所公園前から丈六寺･勝浦みか
ん園を目指す、勝浦みかん狩り「サイクリング大会」を実施し、約20人が参加した。

14

【文化スポーツ振興課】

サイクリング大会写真 サイクリング大会行行程



2.5 上位計画との整合性

15

損害賠償責任保険等への加入促進

多様な自転車の開発・普及の促進

自転車の点検整備を促進するための広報啓発等の促進

交通安全意識の向上に資する広報啓発活動の推進や指導・取締りの重点的な実施

学校等における交通安全教室の開催等の推進

地方公共団体における計画策定・施策実施の促進

自転車通行空間の計画的な整備の推進

災害時における自転車の活用の推進

高い安全性を備えた自転車の普及促進

国際会議や国際的なサイクリング大会等の誘致

走行環境整備や受入環境整備等による世界に誇るサイクリング環境の創出

地方公共団体における計画策定・施策実施の促進

路外駐車場等の整備や違法駐車取締りの推進等

シェアサイクルの普及促進

地域の駐輪ニーズに応じた駐輪場の整備推進

情報通信技術の活用の推進

生活道路での通過交通の抑制や無電柱化と合わせた取り組みの実施

自転車通行空間の計画的な整備の推進

自転車通勤等の促進

公道や公園等の活用による安全に自転車に乗れる環境の創出

国際規格に合致した自転車競技施設の整備促進

自転車を利用した健康づくりに関する広報啓発の推進

国の第２次自転車活用推進計画

追加

強化

強化

強化

追加

強化

強化

強化

強化

強化

強化 施策➊ 自転車通行空間の整備

施策➋ 自転車通行空間が整備された路線の広報活動

施策➊ 段階的かつ体系的な交通安全教育の推進

施策➋ 自転車交通安全啓発教材の作成・活用

施策➌ 自転車交通ルールの啓発活動

施策➍ 自転車損害賠償責任保険等の加入促進に向けた啓発活動

施策➎ 定期的な自転車点検の促進に向けた啓発活動

施策➏ 安全性の高い自転車の普及に向けた啓発活動

施策➌ 放置自転車撤去活動

施策➍ 放置自転車の抑制に向けた啓発活動

施策➊ 鉄道駅やバス停の周辺における駐輪場の整備

施策➋ 短時間駐輪需要を満たす駐輪場の整備

施策❻ 自転車を活用した健康づくりへの啓発活動

施策❼ 自転車を活用した交通渋滞対策への啓発活動

施策❾ 自転車を活用した災害時の避難・復旧活動

施策➊ シェアサイクルの導入

施策➋ サイクリスト向けの広報活動

施策➌ サイクルツーリスト受入環境の整備

施策❽ 自転車を活用した環境保全への啓発活動

施策❹ サイクリスト向け案内表示の整備

施策❺ サイクルイベントの開催･支援

走
る

守
る

停
め
る

活
か
す

徳島市自転車活用推進計画
計画期間:R1～R10

目標４ 自転車事故のない安全で安心な社会の実現

目標３ サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現

目標２ サイクルスポ-ツの振興等による活力ある健康長寿社会の実現

目標１ 自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成

安全で快適な自転車ネットワークの構築方針

交通ルール・マナーの周知・徹底

自転車の安心・安全に備える

各種駐輪需要に応じた駐輪施設の整備

放置自転車の抑制

自転車による周遊性の向上

サイクリングの推進

日常的な自転車利用の促進

自転車の活用による災害対策

方針１

方針２

方針１

方針２

方針１

方針２

方針３

方針４



R2 R3 R4 R5※

0.6km 0.8km 2.0km 4.1km
0.5km 3.0km 6.0km 9.0km 今後の施工延長の増加

0回 0回 1回 0回
0回 1回 1回 1回

241件 243件 264件 264件
240件 220件 200件 180件 取組の強化を行う 市民生活相談課
0部 2,000部 2,365部 2,395部
0部 2,000部 2,000部 2,000部 A 市民生活相談課
2回 2回 2回 2回
2回 2回 2回 2回 A 市民生活相談課
2回 2回 2回 2回
2回 2回 2回 2回 A 市民生活相談課
2回 2回 2回 2回
2回 2回 2回 2回 A 市民生活相談課
1回 2回 2回 2回
1回 2回 2回 2回 A 市民生活相談課

0箇所 1箇所 1箇所 1箇所
鉄道駅やバス停の周辺における駐輪場の整備 鉄道駅やバス停の周辺における駐輪場の整備数(累計） 0箇所 2箇所 2箇所 2箇所 B 取組の強化を行う 地域交通課

ー ー ー ー
短時間駐輪需要を満たす駐輪場の整備 短時間駐輪場の整備箇所数(累計) 0箇所 1箇所 1箇所 2箇所 C 整備に向けた調査・研究 道路建設課

3回/日 3回/日 3回/日 3回/日
放置自転車撤去活動 3回/日 3回/日 3回/日 3回/日 A 市民生活相談課

28,800台 27,600台 17,098台 11,414台
放置自転車の抑制に向けた啓発活動 28,800台 27,600台 26,400台 25,200台 A 市民生活相談課

0箇所 0箇所 3箇所 3箇所
シェアサイクルの導入 シェアサイクルポート数(累計) 0箇所 10箇所 15箇所 20箇所 B 取組の強化を行う にぎわい交流課

ー ー 23回 142回
サイクリスト向けの広報活動 「サイクリスト向け情報案内HP」のアクセス数(累計) 100回 200回 300回 500回 B 取組の強化を行う 文化スポーツ振興課

ー ー ー ー
サイクルツーリスト向け受入環境の整備 サイクルステーション整備数(累計） 0箇所 2箇所 3箇所 4箇所 C 整備に向けた調査・研究 にぎわい交流課

0m 0m 0m 0m
サイクリスト向け案内表示の整備 案内表示整備延長 C 県基準完成後に検討 道路建設課

ー ー ー 1回
サイクルイベントの開催・支援 サイクルイベント数 1回 2回 2回 3回 B 取組の強化を行う 文化スポーツ振興課

42.8% 42.8% 43.1% R6年末判明
自転車を活用した健康づくりの啓発活動 45.0% 46.5% 48.0% 第3次計画 B 取組の強化を行う 健康長寿課

1回 0回 1回 1回
自転車を活用した交通渋滞対策の啓発活動 エコ通勤の推進・呼びかけ実施回数 1回 1回 1回 1回 A 地域交通課

216人 674人 978人 1,237人
自転車を活用した環境保全の啓発活動 300人 600人 900人 1,200人 A 環境保全課

ー ー ー 1台
自転車を活用した災害時の避難・復旧活動 災害対応自転車の配置(ノーパンク自転車、ファットバイク等) 0台 5台 5台 7台 B 取組の強化を行う 危機管理課

取組内容 実績値/当初目標値 総合評価 主管課

守
る

1.1

1.2 自転車通行空間が整備された路線の広報活動

自転車通行空間の整備 自転車通行空間の整備延長(累計) ※市道部分のみ

自転車通行空間整備完了路線に関する広報活動回数(路線毎)

道路建設課

道路建設課

B

A

走
る

2.1

施策

段階的かつ体系的な交通安全教育の推進 自転車関連事故件数 B

広報紙、市ホームページの掲載数
(交通ルール、自転車損害賠償保険等、定期点検を含む)

交通安全キャンペーン等の実施数
(交通ルール、自転車損害賠償責任保険等、安全規格を含む)

交通安全キャンペーン等の実施数
(交通ルール、定期点検、安全規格を含む)

交通安全キャンペーン等の実施数
(自転車損害賠償責任保険等、定期点検、安全規格を含む)

ルールブックの配布数自転車交通安全啓発教材の作成・活用

自転車交通ルールの啓発活動

自転車損害賠償責任保険等の加入促進に向けた啓発活動

定期的な自転車点検の促進に向けた啓発活動

安全性の高い自転車の普及に向けた啓発活動2.6

2.5

2.4

2.3

2.2

取り組み内容の
見直し方針

活
か
す

停
め
る

3.4

3.3

3.2

3.1

4.9

4.8

4.7

4.6

4.5

4.4

4.3

4.2

4.1

放置自転車の年間台数
(徳島駅周辺自転車放置禁止区域内の警告台数/平日)

放置自転車撤去及び警告書貼付活動回数
(平日/徳島駅周辺自転車放置禁止区域)

特定健康検査の問診で、「1日30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上、1年以上
実施」と答えた市との割合(平成30年度43.5%) 健康づくり計画目標値

地球温暖化対策をテーマに掲げた出前環境教室の参加者人数(累計）

県基準完成後に検討

3.1 施策毎の取組状況

16
令和2年度～令和5年度に対する評価は S：目標を上回った(赤） A：目標通りであった（黄）B：目標を下回った（青） C：未実施で判定（緑）

※令和5年度の実績値は12月時点のもの



指 標 名 計画策定時
現状値

目標値(策定時)
(R10) 走る 守る 停める 活かす

自転車通行空間の整備延長 1.1km
(H30)

46.4km
(市道 22.4km) ○

自転車関連事故件数 261件
(H30) 100件以下 ○

自転車交通ルールの認知度 75.2%
(H30) 100.0% ○

放置自転車撤去台数 1,556台
(H30) 800台 ○

シェアサイクル利用者数 事業実施後に
調査

現状値を受けて
設定 ○

サイクルイベント数 1件
(H30) 3件 ○

特定健康診査の問診で、「1回30分以上の軽く汗をかく
運動を週2日以上、1年以上実施」と答えた人の割合

43.5%
(H30)

第3次
徳島市健康づくり計画

を受けて設定
○

自転車分担率（平日・全目的） 20.2%
(H27) 25.0% ○ ○ ○ ○

安全に道路を通行できると感じる市民の割合 45.4%
(H30) 80.0% ○ ○ ○ ○

自転車利用環境への満足度 アンケート調査結果
(R2実施予定)

現状値を受けて
設定 ○ ○ ○ ○

3.2 計画策定時の計画目標と取組状況

17



指 標 名 現状値 目標値(見直し案)
(R10) 走る 守る 停める 活かす

自転車通行空間の整備延長
（徳島市総合計画2021）

4.7km
(市4.1km 県0.6km 国0.0km)

(R5.12)

46.4km
(市道 22.4km) ○

自転車関連事故件数 264件
(R4) 180件以下 ○

自転車交通ルールの認知度 75.2%
(H30) 100.0% ○

放置自転車撤去台数 733台
(R4) 650台 ○

シェアサイクル利用者数 203人
(R5.3.15～R5.12.4)

1,000人 ○

サイクルイベント数 1件
(R5) 3件 ○

特定健康診査の問診で、「1回30分以上の軽く汗をかく
運動を週2日以上、1年以上実施」と答えた人の割合

43.1%
(R4)

46.0%
(R11)予定 ○

自転車分担率（平日・全目的） 15.3%
(R3) 25.0% ○ ○ ○ ○

安全に道路を通行できると感じる市民の割合
（徳島市総合計画2021）

61.4%
(R5) 64.0% ○ ○ ○ ○

自転車利用環境への満足度
（徳島市総合計画2021）

22%
(R5) 29.0% ○ ○ ○ ○

3.3 計画目標見直し案と現在の取組状況
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